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第一部 【企業情報】

 

第１ 【企業の概況】

 

１ 【主要な経営指標等の推移】
 

回次
第85期
第３四半期
連結累計期間

第86期
第３四半期
連結累計期間

第85期

会計期間
自 平成28年４月１日

至 平成28年12月31日

自 平成29年４月１日

至 平成29年12月31日

自 平成28年４月１日

至 平成29年３月31日

売上高 （百万円） 19,723 21,331 27,040

経常利益 （百万円） 216 511 513

親会社株主に帰属する
四半期（当期）純利益

（百万円） 108 304 328

四半期包括利益又は包括利益 （百万円） 177 586 636

純資産額 （百万円） 19,216 19,604 19,525

総資産額 （百万円） 41,484 42,194 42,389

１株当たり四半期
（当期）純利益金額

（円） 20.82 58.49 63.14

潜在株式調整後１株当たり
四半期（当期）純利益金額

（円） － － －

自己資本比率 （％） 37.8 39.7 38.0
 

 

回次
第85期
第３四半期
連結会計期間

第86期
第３四半期
連結会計期間

会計期間
自 平成28年10月１日

至 平成28年12月31日

自 平成29年10月１日

至 平成29年12月31日

１株当たり四半期純利益金額又は
１株当たり四半期純損失金額(△)

（円） △1.69 9.23
 

(注) １ 当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２ 売上高には、消費税等は含まれておりません。

３ 潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、潜在株式がないため、記載しておりませ

ん。

４　平成29年10月１日を効力発生日として、普通株式10株を１株とする株式併合を実施したため、前連結会計年

度の期首に当該株式併合が行われたと仮定し、１株当たり四半期（当期）純利益金額又は１株当たり四半期

（当期）純損失金額を算定しております。

 
２ 【事業の内容】

当第３四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）において営まれている事業の内容

に重要な変更はありません。

　また、主要な関係会社についても異動はありません。
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第２ 【事業の状況】

 

１ 【事業等のリスク】

平成29年12月８日に公表いたしましたとおり、当社グループは、カナダにおいて、当社グループの製造した自動車

向け金属製品に関して訴訟（以下、「本件訴訟」といいます。）を提起されました。今後、当社グループに対して、

本件訴訟と同種の訴訟が提起される可能性があります。

　なお、本件訴訟による金額的な影響は現時点で合理的に予測することが困難であるため、当社グループの業績に与

える影響は不明です。

 

２ 【経営上の重要な契約等】

当第３四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

 

３ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

 （1）業績の状況

当第３四半期連結累計期間におけるわが国の経済は、各種政策の効果を背景とした企業収益や雇用環境の改善によ

り緩やかな回復基調で推移しました。一方、海外では中国をはじめとするアジア新興国経済の下振れリスクや英国の

ＥＵ離脱問題や米国の新政権の動向等の不確実性により、依然として先行き不透明な状況で推移しました。

このような状況のもと、当社グループでは、高付加価値製品の販売拡大による売上構成の改善を図るとともに、原

材料価格や副資材価格等の上昇に対しては、徹底したコスト削減を行う一方で販売価格是正の浸透にも努めてまいり

ました。

この結果、当第３四半期連結累計期間の売上高は21,331百万円と前年同期に比べ8.2％の増収となり、営業利益は

593百万円（前年同期比214百万円増加）、経常利益は511百万円（前年同期比295百万円増加）、親会社株主に帰属す

る四半期純利益は304百万円（前年同期比196百万円増加）となりました。

 

当第３四半期連結累計期間のセグメント毎の状況は次のとおりです。

 

＜特殊鋼線関連事業＞

(ＰＣ関連製品) 公共事業関連では、大型物件の工事進捗の遅れがあるなか、高速道路案件の出荷や工事の省力化につ

ながるプレキャスト製品向けの出荷の増加もあり、販売数量・売上金額ともに前年同期に比べ増加しました。民需関

連では、マンション市場が回復傾向にあるなか、依然労務不足等の影響で工事進捗の遅れがあり、販売数量・売上金

額ともに前年同期に比べ減少となりました。全体としては、公共事業関連向けの出荷の増加分が民需関連の減少分を

補い、販売数量・売上金額ともに前年同期に比べ増加となりました。

 

(ばね・特殊線関連製品) 自動車産業向けの弁ばね用鋼線（オイルテンパー線）は、国内向け、海外向けが共に堅調に

推移したことから、販売数量・売上金額ともに前年同期に比べ増加しました。ばね用ニッケルめっき鋼線は、主要な

需要分野であるプリンター分野において中国向けが低調であるなか、非プリンター分野での拡販により、販売数量・

売上金額ともに前年同期に比べ微増となりました。亜鉛めっき鋼線は、農業資材向けの出荷の増加により、販売数

量・売上金額ともに前年同期に比べ増加となりました。ステンレス鋼線は、主要需要分野である自動車関連での数量

増加や新規客先開拓により、販売数量・売上金額ともに前年同期に比べ増加となりました。

 

その結果、特殊鋼線関連事業全体の売上高は11,809百万円と前年同期に比べ10.4％増加となり、セグメント利益は

449百万円と前年同期に比べ23百万円の減少となりました。

 

＜鋼索関連事業＞

ワイヤロープの国内需要は緩やかに回復しているものの、オリンピック関連等の工事が遅れていることから主要分

野である土建需要の本格的な回復には至らず、国内向けの販売は前年同期に比べ、販売数量は減少、売上金額は微減

となりました。輸出については、東南アジアをはじめ全体的な需要が伸び悩むなか、中国港湾及びエレベーターの大

型案件の受注もあり販売数量は前年同期並み、売上金額は前年同期に比べ増加となりました。
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その結果、鋼索関連事業全体の売上高は8,943百万円と前年同期並みとなり、セグメント利益は46百万円（前年同期

29百万円の損失）となりました。

 

＜エンジニアリング関連事業＞

土木・橋梁向け製品の売上金額は前年同期に比べ減少となりました。一方、交通・環境・施設向け製品の売上金額

は前年同期に比べ増加となりました。建築向け製品の売上金額は前年同期に比べ増加となりました。

 

その結果、エンジニアリング関連事業全体の売上高は1,393百万円と前年同期に比べ58.7％増加となり、セグメント

利益は61百万円（前年同期101百万円の損失）となりました。

 

＜その他＞

不動産関連事業の売上高、セグメント利益はそれぞれ48百万円、37百万円と前年同期並みとなりました。

 

(2)  財政状態の分析

（流動資産）

当第３四半期連結会計期間末における流動資産の残高は、23,323百万円（前連結会計年度末は23,719百万円）とな

り、396百万円減少となりました。主に受取手形及び売掛金が576百万円減少したことによるものです。

 

（固定資産）

当第３四半期連結会計期間末における固定資産の残高は、18,871百万円（前連結会計年度末は18,669百万円）とな

り、201百万円増加となりました。主に機械装置及び運搬具(純額)が323百万円増加したことによるものです。

 

（流動負債）

当第３四半期連結会計期間末における流動負債の残高は、13,562百万円（前連結会計年度末は13,885百万円）とな

り、322百万円減少となりました。主に賞与引当金が314百万円減少したことによるものです。

 

（固定負債）

当第３四半期連結会計期間末における固定負債の残高は、9,027百万円（前連結会計年度末は8,978百万円）とな

り、48百万円増加となりました。主に退職給付に係る負債が172百万円増加したことによるものです。

 

（純資産）

当第３四半期連結会計期間末における純資産の残高は、19,604百万円（前連結会計年度末は19,525百万円）とな

り、79百万円増加となりました。主に子会社である㈱テザックワイヤロープの株式を追加取得したことにより資本剰

余金が298百万円増加、その他有価証券評価差額金が186百万円増加、退職給付に係る調整累計額が72百万円増加、非

支配株主持分が531百万円減少したことによるものです。

 

(3)  事業上及び財務上の対処すべき課題

当第３四半期連結累計期間において、当社グループの事業上及び財務上の対処すべき課題に重要な変更及び新たに

生じた課題はありません。

 

(4)  研究開発活動

当第３四半期連結累計期間の研究開発費の総額は213百万円であります。
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第３ 【提出会社の状況】

 

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

①  【株式の総数】

 

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 8,800,000

計 8,800,000
 

　　（注）当社は、平成29年６月21日開催の第85回定時株主総会の決議により、同年10月１日付にて株式の併合（10株を

１株に併合し、発行可能株式総数を88百万株から8.8百万株に変更）を実施したため、当社の発行可能株式総

数は79,200,000株減少し、8,800,000株となっております。また、当社は、同定時株主総会決議により、同年

10月１日付にて当社の単元株式数を1,000株から100株に変更しております。

 
②  【発行済株式】

 

種類
第３四半期会計期間末
現在発行数(株)
(平成29年12月31日)

提出日現在
発行数(株)

(平成30年２月９日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 5,869,886 5,869,886
東京証券取引所
(市場第二部)

株主として権利内容に制限
のない、標準となる株式
単元株式数は100株

計 5,869,886 5,869,886 － －
 

　（注）当社は、平成29年６月21日開催の第85回定時株主総会の決議により、同年10月１日付にて株式の併合（10株を

１株に併合し、発行可能株式総数を88百万株から8.8百万株に変更）を実施したため、当社の発行済株式総数

は52,828,978株減少し、5,869,886株となっております。また、当社は、同定時株主総会決議により、同年10

月１日付にて当社の単元株式数を1,000株から100株に変更しております。

 
(2) 【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

 

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

 

(4) 【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

 

(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

 

年月日
発行済株式
総数増減数
(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
(百万円)

資本金残高
(百万円)

資本準備金
増減額
(百万円)

資本準備金
残高
(百万円)

平成29年10月１日 △52,828,978 5,869,886 ― 8,062 ― 2,015
 

（注）当社は、平成29年６月21日開催の第85回定時株主総会の決議により、同年10月１日付にて株式の併合（10株を

１株に併合し、発行可能株式総数を88百万株から8.8百万株に変更）を実施したため、当社の発行済株式総数は

52,828,978株減少し、5,869,886株となっております。また、当社は、同定時株主総会決議により、同年10月１

日付にて当社の単元株式数を1,000株から100株に変更しております。
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(6) 【大株主の状況】

当四半期会計期間は第３四半期会計期間であるため、記載事項はありません。

 

(7) 【議決権の状況】

① 【発行済株式】

平成29年12月31日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等）
（自己保有株式）

－
株主としての権利内容に制限の
ない、標準となる株式
単元株式数は100株普通株式 667,400

完全議決権株式（その他） 普通株式 5,179,400 51,794 同上

単元未満株式 普通株式 23,086 － １単元（100株）未満の株式

発行済株式総数  5,869,886 － －

総株主の議決権 － 51,794 －
 

(注)１．「単元未満株式」欄の普通株式には、当社所有の自己株式38株が含まれております。

２．当社は、平成29年６月21日開催の第85回定時株主総会の決議により、同年10月１日付にて株式の併合（10株を

１株に併合し、発行可能株式総数を88百万株から8.8百万株に変更）を実施したため、当社の発行済株式総数は

52,828,978株減少し、5,869,886株となっております。また、当社は、同定時株主総会決議により、同年10月１

日付にて当社の単元株式数を1,000株から100株に変更しております。

 
② 【自己株式等】

平成29年12月31日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

（自己保有株式）
兵庫県尼崎市中浜町10番地１ 667,400 － 667,400 11.37

神鋼鋼線工業㈱

計 － 667,400 － 667,400 11.37
 

 

２ 【役員の状況】

該当事項はありません。
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第４ 【経理の状況】

 

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府

令第64号）に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第３四半期連結会計期間（平成29年10月１日から平成

29年12月31日まで）及び第３四半期連結累計期間（平成29年４月１日から平成29年12月31日まで）に係る四半期連結

財務諸表について、有限責任 あずさ監査法人による四半期レビューを受けております。
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１ 【四半期連結財務諸表】

(1) 【四半期連結貸借対照表】

           (単位：百万円)

          
前連結会計年度
(平成29年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成29年12月31日)

資産の部   

 流動資産   

  現金及び預金 5,802 5,890

  受取手形及び売掛金 5,364 4,787

  電子記録債権 3,347 3,197

  商品及び製品 3,732 4,088

  仕掛品 2,835 3,043

  原材料及び貯蔵品 1,543 1,577

  繰延税金資産 322 197

  その他 830 584

  貸倒引当金 △58 △43

  流動資産合計 23,719 23,323

 固定資産   

  有形固定資産   

   建物及び構築物（純額） 3,646 3,533

   機械装置及び運搬具（純額） 4,600 4,924

   工具、器具及び備品（純額） 193 197

   土地 5,774 5,774

   リース資産（純額） 24 12

   建設仮勘定 409 74

   有形固定資産合計 14,648 14,516

  無形固定資産 288 313

  投資その他の資産   

   投資有価証券 1,513 1,808

   繰延税金資産 1,032 1,004

   その他 1,227 1,269

   貸倒引当金 △41 △41

   投資その他の資産合計 3,732 4,040

  固定資産合計 18,669 18,871

 資産合計 42,389 42,194
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           (単位：百万円)

          
前連結会計年度
(平成29年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成29年12月31日)

負債の部   

 流動負債   

  支払手形及び買掛金 2,588 2,588

  短期借入金 8,577 8,789

  リース債務 18 9

  1年内償還予定の社債 32 65

  未払費用 1,119 1,247

  未払法人税等 153 137

  賞与引当金 567 253

  その他 827 473

  流動負債合計 13,885 13,562

 固定負債   

  社債 617 552

  長期借入金 3,994 3,950

  リース債務 10 4

  役員退職慰労引当金 29 16

  環境対策引当金 14 14

  退職給付に係る負債 3,861 4,033

  繰延税金負債 258 261

  その他 192 192

  固定負債合計 8,978 9,027

 負債合計 22,864 22,590

純資産の部   

 株主資本   

  資本金 8,062 8,062

  資本剰余金 6,354 6,652

  利益剰余金 2,871 2,915

  自己株式 △1,361 △1,362

  株主資本合計 15,928 16,268

 その他の包括利益累計額   

  その他有価証券評価差額金 204 390

  為替換算調整勘定 126 137

  退職給付に係る調整累計額 △139 △66

  その他の包括利益累計額合計 191 461

 非支配株主持分 3,405 2,873

 純資産合計 19,525 19,604

負債純資産合計 42,389 42,194
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(2) 【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第３四半期連結累計期間】

           (単位：百万円)

          前第３四半期連結累計期間
(自 平成28年４月１日
　至 平成28年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成29年４月１日
　至 平成29年12月31日)

売上高 19,723 21,331

売上原価 15,796 17,180

売上総利益 3,926 4,151

販売費及び一般管理費 3,547 3,557

営業利益 379 593

営業外収益   

 受取利息 28 35

 受取配当金 24 25

 持分法による投資利益 － 8

 固定資産賃貸料 34 34

 貸倒引当金戻入額 0 －

 その他 13 16

 営業外収益合計 100 120

営業外費用   

 支払利息 74 58

 持分法による投資損失 25 －

 出向者負担金 45 54

 支払補償費 44 34

 その他 73 54

 営業外費用合計 263 202

経常利益 216 511

特別利益   

 投資有価証券売却益 21 －

 特別利益合計 21 －

税金等調整前四半期純利益 238 511

法人税、住民税及び事業税 39 159

法人税等調整額 83 40

法人税等合計 122 199

四半期純利益 115 311

非支配株主に帰属する四半期純利益 7 7

親会社株主に帰属する四半期純利益 108 304
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【四半期連結包括利益計算書】

【第３四半期連結累計期間】

           (単位：百万円)

          前第３四半期連結累計期間
(自 平成28年４月１日
　至 平成28年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成29年４月１日
　至 平成29年12月31日)

四半期純利益 115 311

その他の包括利益   

 その他有価証券評価差額金 12 190

 為替換算調整勘定 △6 0

 退職給付に係る調整額 89 72

 持分法適用会社に対する持分相当額 △32 10

 その他の包括利益合計 62 274

四半期包括利益 177 586

（内訳）   

 親会社株主に係る四半期包括利益 170 574

 非支配株主に係る四半期包括利益 7 12
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【注記事項】

　　(追加情報)

当社は、平成29年９月28日開催の取締役会において、当社が連結子会社である株式会社テザックワイヤロープ（以

下「テザックワイヤロープ」）を平成30年４月１日付で吸収合併（以下「本合併」）することを決議し、同日付でテ

ザックワイヤロープと合併契約を締結いたしました。

　なお、本合併によりテザックワイヤロープは消滅し、当社の特定子会社に該当しないことになります。

 
１ 本合併の目的

グループの主要セグメントである鋼索関連事業は、当社の尾上事業所およびテザックワイヤロープの二色浜製造所

を主体としてワイヤロープ(一般ロープ、特殊ロープ、ステンレスロープなど)の製造を行っております。

平成25年４月に当社およびテザックワイヤロープの営業部門を組織統合し、株式会社テザック神鋼ワイヤロープと

して販売戦略を一本化し、事業強化に取り組んでまいりましたが、さらに今回の吸収合併によって製品ブランド・製

造・工程・開発・技術・品質保証体制など鋼索事業に関わる神鋼鋼線グループの経営資源を結集することで、国内を

含めたグローバルレベルでのコスト競争力、高品質・高付加価値製品の創出を実現していく所存です。

 
２ 本合併の方法

当社を存続会社、テザックワイヤロープを消滅会社とする吸収合併によります。

 
３ 本合併に係る割当ての内容

テザックワイヤロープ１株に対して、当社普通株式1,108株を割当交付し、吸収合併により交付する当社株式数は普

通株式7,102,280株となります。

※１. 吸収合併により処分する自己株式

　　　　普通株式　6,671,155株

　　　　（平成29年９月28日現在保有する自己株式数に占める割合：100.0％）

※２. 吸収合併により発行する新株式等

　　　　普通株式　431,125株

　　　　（平成29年９月28日現在の発行済株式数に占める割合：0.7％）

※３. 株式併合による影響

当社は平成29年６月21日開催の定時株主総会において、平成29年10月１日を効力発生日とした当社の普通株

式10株を１株にする併合(以下「株式併合」)に関する議案を付議し、承認可決されました。現在の当社株式に

おける割当交付数を、株式併合後の割当交付数に換算いたしますと、テザックワイヤロープ１株に対して当社

普通株式110.8株を割当交付することとなり、割当交付数は下記となります。

吸収合併により交付する株式　 ：普通株式　710,228株

         内、処分する自己株式　　　　 ：普通株式　667,115株

         内、発行する新株式等　　　　 ：普通株式　 43,113株

 

４ 本合併の相手会社に関する事項

① 商号、本店の所在地、代表者の氏名、資本金の額、純資産の額、総資産の額及び事業の内容

商号 株式会社テザックワイヤロープ

本店の所在地 大阪府貝塚市二色中町11番１

代表者の氏名 代表取締役社長　髙木　功

資本金の額 450百万円（平成29年３月31日現在）

純資産の額 5,595百万円（平成29年３月31日現在）

総資産の額 10,284百万円（平成29年３月31日現在）

事業の内容 ワイヤロープの製造・販売
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② 最近３年間に終了した各事業年度の売上高、営業利益、経常利益及び純利益

 平成27年３月期 平成28年３月期 平成29年３月期

売上高（百万円） 7,237 7,066 6,516

営業利益（百万円） 218 227 21

経常利益（百万円） 298 233 61

当期純利益（百万円） 206 156 55
 

 

③ 大株主の名称及び発行済株式の総数に占める大株主の持株数の割合

大株主の名称
発行済株式の総数に占める
大株主の持株数の割合（％）

神鋼鋼線工業株式会社 57.9

株式会社神戸製鋼所 42.1
 

　

④ 提出会社との間の資本関係、人的関係及び取引関係

資本関係
当社はテザックワイヤロープの発行済株式の57.9％に相当する8,817株を
保有しております。

人的関係
当社の代表取締役１名がテザックワイヤロープの代表取締役社長に就任し
ております。

取引関係
当社とテザックワイヤロープは相互に中間加工線の仕入を行っておりま
す。またテザックワイヤロープより当社へ貸付を行っております。

 

　

５ 会計処理の概要

「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準第21号　平成25年9月13日）及び「企業結合会計基準及び事業分離等

会計基準に関する適用指針」（企業会計基準適用指針第10号　平成25年９月13日）に基づき、共通支配下の取引とし

て会計処理を実施いたします。

 
(四半期連結貸借対照表関係)

　 保証債務

連結会社以外の会社の金融機関等からの借入に対して、債務保証を行っております。

 

 
前連結会計年度
(平成29年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成29年12月31日)

神鋼新确弾簧鋼線(佛山)有限公司 195百万円 231百万円

ＴＥＳＡＣ　ＵＳＨＡ　ＷＩＲＥＲＯＰＥ　
ＣＯ．，ＬＴＤ

97百万円 103百万円
 

（注）神鋼新确弾簧鋼線(佛山)有限公司への債務保証は、㈱神戸製鋼所による債務保証を当社が再保証したものであり

ます。

 
(四半期連結損益計算書関係)

該当事項はありません。　
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(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

当第３四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第３四半期

連結累計期間に係る減価償却費（無形固定資産に係る償却費を含む。）は、次のとおりであります。

 

 
前第３四半期連結累計期間
(自 平成28年４月１日
 至 平成28年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成29年４月１日
 至 平成29年12月31日)

減価償却費 796百万円 820百万円
 

 

(株主資本等関係)

前第３四半期連結累計期間（自 平成28年４月１日 至 平成28年12月31日）

１  配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
(百万円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成28年６月22日
定時株主総会

普通株式 156 3 平成28年３月31日 平成28年６月23日 利益剰余金

平成28年11月８日
取締役会

普通株式 104 2 平成28年９月30日 平成28年12月５日 利益剰余金
 

 

２  基準日が当第３四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第３四半期連結会計期間の末日後

となるもの

該当事項はありません。

 

当第３四半期連結累計期間（自 平成29年４月１日 至 平成29年12月31日）

１  配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
(百万円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成29年６月21日
定時株主総会

普通株式 156 3 平成29年３月31日 平成29年６月22日 利益剰余金

平成29年11月８日
取締役会

普通株式 104 2 平成29年９月30日 平成29年12月５日 利益剰余金
 

 

２  基準日が当第３四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第３四半期連結会計期間の末日後

となるもの

該当事項はありません。
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(セグメント情報等)

【セグメント情報】

　　前第３四半期連結累計期間（自 平成28年４月１日 至 平成28年12月31日）

　 報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（単位：百万円）

 

報告セグメント
その他
(注１)

合計 調整額

四半期連結
損益計算書
計上額
（注２）

特殊鋼線
関連事業

鋼索関連
事業

エンジニ
アリング
関連事業

計

売上高       
  

  外部顧客への売上高 10,124 8,679 872 19,676 47 19,723 － 19,723

  セグメント間の内部売上高
又は振替高

572 267 5 845 － 845 △845 －

計 10,697 8,946 877 20,521 47 20,569 △845 19,723

セグメント損益 472 △29 △101 342 37 379 － 379
 

（注１）「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、不動産関連事業であります。

（注２）セグメント損益は、四半期連結損益計算書の営業利益であります。

 

　　当第３四半期連結累計期間（自 平成29年４月１日 至 平成29年12月31日）

　 報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（単位：百万円）

 

報告セグメント
その他
(注１)

合計 調整額

四半期連結
損益計算書
計上額
（注２）

特殊鋼線
関連事業

鋼索関連
事業

エンジニ
アリング
関連事業

計

売上高       
  

  外部顧客への売上高 11,230 8,662 1,390 21,283 48 21,331 － 21,331

  セグメント間の内部売上高
又は振替高

578 281 3 863 － 863 △863 －

計 11,809 8,943 1,393 22,146 48 22,194 △863 21,331

セグメント利益 449 46 61 556 37 593 － 593
 

（注１）「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、不動産関連事業であります。

（注２）セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益であります。

 

(１株当たり情報)

１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 

項目
前第３四半期連結累計期間
(自 平成28年４月１日
 至 平成28年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成29年４月１日
 至 平成29年12月31日)

１株当たり四半期純利益金額 20円82銭 58円49銭

(算定上の基礎)   

親会社株主に帰属する
四半期純利益金額(百万円)

108 304

普通株主に帰属しない金額(百万円) － －

普通株式に係る親会社株主に帰属する
四半期純利益金額(百万円)

108 304

普通株式の期中平均株式数(千株) 5,203 5,202
 

(注)１．潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

　 ２．平成29年10月１日を効力発生日として、普通株式10株を１株とする株式併合を実施したため、前連結会計年度

の期首に当該株式併合が行われたと仮定し、１株当たり四半期純利益金額を算定しております。
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２ 【その他】

第86期（平成29年４月１日から平成30年３月31日まで）中間配当については、平成29年11月８日開催の取締役会に

おいて、平成29年９月30日の最終の株主名簿に記録された株主に対し、次のとおり中間配当を行うことを決議しまし

た。

①配当金の総額　　　　　　　　　　　　　　　 　 104百万円

②１株当たりの金額　　　　　　　　　　　　　　　　 　２円

③支払請求権の効力発生日及び支払開始日　　平成29年12月５日
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

 

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書
 

平成30年２月９日

神鋼鋼線工業株式会社

取締役会  御中

 

有限責任 あずさ監査法人
 

 

指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士   松　井　隆　雄 　　㊞

 

 

指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士   柴　原　啓　司　　 ㊞

 

 

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている神鋼鋼線工業株

式会社の平成29年４月１日から平成30年３月31日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期間(平成29年10月１日から

平成29年12月31日まで)及び第３四半期連結累計期間(平成29年４月１日から平成29年12月31日まで)に係る四半期連結財

務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記について四半

期レビューを行った。

 

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結

財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸

表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

 

監査人の責任

当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対す

る結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準

拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と

認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

 

監査人の結論

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認

められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、神鋼鋼線工業株式会社及び連結子会社の平成29年12月31日現在の

財政状態及び同日をもって終了する第３四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項がす

べての重要な点において認められなかった。

 

利害関係

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以  上

 
 

(注) １．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報

告書提出会社)が別途保管しております。

２．XBRLデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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